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棋界賓漉会議はその目標として国際的規模湾溺滴の科学お

よび技術を鼓舞する看滴産業秘遭遇する料学的技館的問題を

討議する機会をもつ窓ちに研究上の経験とその実際的熔期の

成果とを禽繕に交換することなど蓬:かかげて為り窮王風大会

カミ30数年前に賊シドン紀おいて開かれた.戦後紀は欝遠回

会議がユ鰯牢概日マで第5回会議洲959年ニュｰ賢一クで

第6同会議がエ963隼フランクフルト薫と逐年毎ぽ開かれ籍7

回会議は!96陣遂肩鐵から蓼賢にかけてメ寺シ醐シテ､ゴで65

漁圏約δ､000人秘参加しヂ人類¢)福祉の液めの孫漁〃スロ

ｰガンの下縫開催蜜れ危｡賞本からの出席者争ま93名で海る.

第7同会議の非常に大きな特色は前回のフランク力け会

議が学術討議の場所であるととも紀看油業の利益が前面に紬し

出され会期制ζ跨のアメリ勿大統領ケ率ディ添乗り込んで来

て講演塾行ない團際約荷減企業体瞬臆や宣伝の色彩淋濃厚

だったのに反緒してか純粋級拳闘的為ぷび技術的な会合にな

るようぽ周到な配慮が加えら杓淀こおである｡会議には約

400の論文が発表討議され彪がこのうち妻カをみると開発

油よび生産精製および看滴化学技術および輸送石油製品

の燭途が遂:212:2の比率である.このうち黒本から提

出窓扱た絵文は亙耽湖だ｡嚢定提出論文の60バｰ逆ソトはア

メリカ禽無国からのも浮)であることは現在世界の石油産業に

関する学術技術がアメリカによって指導されていることを示す

のであろう山

前国会議と今回との間の特色は学術技術の進歩がいちぢるし

いことであ叡例を看油資源の問題にとってみると大きくと

り上げられたものにタｰルサンドオイルシェル大陸棚の

石滴がある･タｰルサンドはカナダのアサバスカが主体であ

る苧茎その外1びメリ湾ペルｰベネズエヲトリニタ㎞ギ

バルカンフィリピンにもあり世界石油消長の増加にともな

ってその必要性が増し1985年には全世界生産量の3パｰセン

トを畜灼るお期待慈れている｡そ剛護か既開発油閏ぽ対する

新い､擬滅法に関する研究発表赫冒立っている.

員本は篤遠回に初めて顔を出し淀経度で第§酬こは1論文

淋割簑幾て曇れ花植けで駈り淀｡今回は輪文数王㌢大会副議

長学館分科会座長3名副座長3箱とその進出は飛躍的で

あ㌫凄花その後遠年間の副議長唾人のうち五人をしで三菱

宥漁災K社長藤隅信吾氏か選任窓れた｡議長紋アメジカ副

議長はイギリスフランスメキシ鶯日本である.

蜥碑会議開催地としてそ黒クワを東京が立候補しδ則3

買から肇災クフで鯛かれることとなりた吐その次の互975年会

議は東麻で鯛かれる屍通しが強い｡いずれにしてもマンモス

化し花会議費漆と学術とのかお合いがこれからの問題となる

であるう｡

切手は1967年4月2目発行され青と黒のグラビヤ印刷で石

油塔が面かれている.
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